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鱗

嚢

気持鮎く着心地よく
　　　10月17日

　　　　ねたきり老人の家庭看護教室

　おとしよりを理解し、看護者の心がまえを身に

つけるため、ねまきやシーツ交換の方法と、病気

の特徴などを勉強しました。

　おとしよりの世話は、まず、家族が看護疲れし

ないように一。

11月16日至誠堂医院（西浦町東）智52－3276

23日中条病院（北原）盈57－3018

24日池田医院（本町西）智52－2581

30日山口医院（袋町中）奮52－2174

12月7日富田医院（神明町）智52－3269
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耀響蕪
艦瀟藍藷

合
併

罰
周
年

鍵

　
「
ふ
る
さ
と
を
創
り
育
て
て
30
年

と
き
　
　
　
　
　
　
は
ば
た

世
紀
を
迎
え
て
翔
け
川
酉
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
合
併
30
周
年
記

念
事
業
の
最
後
の
催
し
、
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
、

0
　
　
9

9
　
　
0

0
　
　
0

と
町
民
の
つ
ど
い
力

開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
功
労

者
表
彰
や
町
史
を
監

修
さ
れ
た
竹
内
道
雄

愛
知
学
院
大
教
授
．

文
学
博
士
の
あ
い
さ

つ
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
つ
ど
い
で

は
、
町
内
各
小
中
学

生
に
よ
る
演
奏
と
合

唱
や
、
川
西
音
頭
の

発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

▲
町
民
憲
章
の
朗
読

▼川中吹奏楽

▼橘小器楽合奏

レ
川
西
町
史
発
刊
に
ょ
せ
て

　
　
町
史
調
査
専
門
委
員
会
長

　
　
　
　
竹
内
道
雄
教
授

▼白倉小器楽合奏

1996年9月に再会

タイムカプセルヘの収納

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
収
納
品

1西音頭発表月月
▼上野小3合唱

▼仙田小3～6器楽合奏

◎
1
0
年
後
の
家
族
・
友
人
・
知
人
へ

の
手
紙
（
六
八
三
通
）

◎
合
併
30
周
年
記
念
誌

◎
記
念
行
事
・
町
内
め
ぐ
り
V
T
R

◎
町
長
、
議
会
議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

◎
町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
式

◎
全
国
、
地
元
報
道
紙

◎
今
日
の
物
価
等
一
覧
表
他

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
総
合
体
育

館
玄
関
附
近
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
覧
く
だ
さ
い

▼千手小器楽合奏

町内小中学校選抜作品展



1【31””””””””1””””””””””畳””””””””””1””1””””””1”1”””””””””111”lll”””””1“”1””””II”””””1lo””””1広報かわにし／昭和61年11月10日発行

合
併
三
十
周
年
記
念
式
典
で

特
別
功
労
者
ら

ノ

、

　
次
の
方
々
を
合
併
三
十
周
年
記
念

式
典
の
席
上
で
表
彰
し
ま
し
た
。

　
特
別
功
労
者
四
人
、
功
労
表
彰
一

人
、
善
行
表
彰
二
団
体
、
一
人
、
感

謝
状
な
ど
の
一
団
体
、
二
人
で
す
。

（
順
不
同
）

　
永
年
に
わ
た
り
公
共
の
職
務
に
精

励
し
、
町
政
進
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

数
　
　
藤
　
　
彦
　
　
三

　
　
　
（
木
島
・
六
十
八
歳
）

丸

辮
山
　
　
精
二
郎

（
取
手
市
・
六
十
八
歳
）

丸
　
　
山
　
　
富
　
　
司

　
　
（
品
川
区
・
六
十
三
歳
）

小
　
　
川
　
　
清
　
　
次

　
　
（
下
平
新
田
．
七
十
一
歳
）

　
永
年
に
わ
た
る
研
究
の
結
果
、
柳

式
自
然
融
雪
屋
根
を
開
発
し
、
克
雪

住
宅
の
先
駆
者
と
し
て
努
力
さ
れ
、

豪
雪
に
悩
む
地
域
住
民
に
大
き
な
希

望
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

柳
　
　
　
　
雄
　
　
一

　
　
（
中
島
町
．
三
十
八
歳
）

　
永
年
に
わ
た
り
町
の
公
益
の
た
め

多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
町
政
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
屋
織
物
株
式
会
社

　
　
　
（
木
島
・
丸
山
文
一
社
長
）

　
　
巣
鴨
信
用
金
庫

　
　
　
（
豊
島
区
．
田
村
富
美
夫
理
事
長
）

小
　
　
林
　
　
荘
　
　
平

　
　
（
豊
島
区
．
七
十
歳
）

　
町
の
鳥
キ
ジ
を
多
数
ご
寄
贈
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
新
潟
県
猟
友
会

　
（
新
潟
市
．
渡
辺
悌
二
会
長
）

　
川
西
音
頭
創
作
に
当
り
、
卓
越
す

る
技
能
を
も
っ
て
立
派
な
作
曲
を
さ

れ
ま
し
た
。

　　　市

午

爵村
市
　

五　俊
土
ノペ

歳　　＿．

）

川
西
音
頭
の
詞
が
、

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
作
・
㎜

中
　
　
沢
　
　
松
　
　
治

　
　
（
長
岡
市
．
五
十
四
歳
）
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艶癖9印、、、輸、轟小粒幼稚園灘1・、

千小1年2組の公開授業

　
千
手
小
学
校
と
幼
稚
園
を
会
場
に
、

県
下
の
教
職
員
四
百
七
十
人
余
り
が

集
ま
っ
て
、
学
校
図
書
館
研
究
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
す
で
に
三
十
二
回
を
数
え

る
こ
の
大
会
は
、
児
童
、
生
徒
の
読

書
生
活
の
あ
り
方
を
求
め
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
映
像
社
会
の
進

む
な
か
で
、
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
と
読

書
時
間
は
反
比
例
す
る
傾
向
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
午
前
は
、
千
手
小
の
各
学
年
六
教

室
と
幼
稚
園
二
教
室
の
公
開
授
業
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
絵
本
読
み
」

「
読
書
指
導
」
　
「
利
用
指
導
」
　
「
図

書
館
運
営
」
の
各
分
野
に
分
か
れ
た

分
科
会
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
日
本
国
語
教
育
畳
ム
本
々

長
倉
沢
栄
吉
氏
の
講
演
「
読
書
生
活

の
未
来
」
が
あ
り
、
三
時
五
十
分
終

了
し
ま
し
た
。

　
公
開
授
業
の
題
材
と
指
導
者
は
、

次
の
と
お
り
。

絵
本
読
み

　
つ
き
組
「
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら

　
　
　
　
が
ら
ど
ん
」
…
…
表
現
あ

　
　
　
　
そ
び

　
　
　
幼
稚
園
教
諭
　
佐
藤
文
江

　
ゆ
き
組
「
お
話
力
ー
ド
合
わ
せ
」

　
　
　
　
…
…
絵
本
か
ら
遊
び
へ
の

　
　
　
　
展
開

　
　
　
　
　
同
　
　
水
品
み
つ
子

読
書
指
導

一
年

一
一
年

三
年

四
年

「
ろ
く
べ
え
ま
っ
て
ろ
よ
」

千
手
小
教
諭
　
児
玉
ヨ
シ

「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」

同
　
　
　
樗
沢
紀
子

「
金
色
の
足
あ
と
」

同
　
　
　
星
名
千
恵
子

「
ゆ
み
子
と
つ
ば
め
の
お

は
か
」

同
　
　
　
　
原
峰
子

爽糞霊題

学
麟
撒
逡

　
　
豊
、
難
懇
癒

を
欝
竃
る

饒
　
　
慧
　
　
盤
　
　
溝

利
用
指
導

五
年
利
用
し
や
す
い
フ
ァ
イ
ル

　
　
　
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
同
　
　
　
　
大
杉
明

六
年
城
下
町
に
住
む
武
士
の
世

　
　
　
同
　
　
　
　
石
塚
彰
雄

　
　
　
現
代
遺
言
事
情

遺
言
と
い
え
ば
、
昔
か
ら
金
持
ち
の
す
る
こ
と
、
年
老
い
て
臨
終
の
と

き
に
す
る
も
の
、
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
だ
い
ぶ
大
衆
化

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
M
は
、
農
業
を
継
い
で
い
ま
す
が
、

仕
事
の
手
を
休
め
て
「
私
は
、
母
の

遺
言
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
し
て
農

業
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
よ
」
と
切
り
出
し
ま
し
た
。

　
早
く
夫
を
失
い
、
女
手
一
つ
で
M

ら
五
人
の
子
ど
も
を
育
て
た
母
が
病

死
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
都
会
住

い
の
弟
妹
四
人
に
、
五
千
万
円
以
上

の
田
畑
を
売
っ
て
、
遺
産
を
分
け
て

く
れ
と
強
く
要
求
さ
れ
た
の
で
す
。

　
M
は
、
父
の
死
後
高
校
へ
も
行
け

ず
、
母
を
助
け
て
農
業
に
励
み
、
弟

妹
の
面
倒
を
み
て
大
学
ま
で
出
し
た

り
、
家
庭
を
も
た
せ
た
り
し
て
や
っ

た
の
で
す
。
だ
か
ら
親
の
遺
産
は
、

当
然
自
分
が
引
継
ぎ
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。
大
い
に
途
方

に
く
れ
な
が
ら
も
母
の
形
見
分
け
を

は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
た
ん
す
の
中
か

ら
母
の
遺
言
状
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
は
見
覚
え
の
あ
る
母
の
字

で
「
田
畑
は
M
に
相
続
さ
せ
る
。
先

祖
伝
来
の
田
畑
を
守
っ
て
く
れ
。
あ

と
の
四
人
に
は
、
定
期
預
金
を
分
け

て
や
り
、
兄
弟
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、
こ
の

遺
言
に
よ
っ
て
田
畑
は
M
が
相
続
し

て
、
円
満
に
解
決
し
ま
し
た
。

　
民
法
に
は
、
相
続
人
や
相
続
分
を

定
め
た
法
定
相
続
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
遺
言
が
な
い
場
合
の
こ

と
で
、
遺
言
が
あ
れ
ば
、
こ
の
法
定

相
続
に
優
先
し
ま
す
。
で
す
か
ら
こ

の
M
の
場
合
、
法
定
相
続
に
よ
れ
ば

兄
弟
五
人
で
田
畑
を
五
等
分
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
事
実
上
農
業
は
で
き

な
く
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
が

遺
言
が
あ
っ
た
た
め
、
M
が
相
続
し

て
先
祖
か
ら
の
農
業
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
遺
言
は
、
遺
産
相

続
に
つ
い
て
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

遺
言
に
は
自
分
で
書
く
「
自
筆
遺
言

証
書
」
と
、
公
証
人
に
作
成
し
て
も

ら
う
「
公
正
証
書
遺
言
」
等
が
あ
り

ま
す
。
家
庭
の
実
情
に
あ
っ
た
公
正

証
書
遺
言
が
安
全
確
実
で
す
。

　
公
証
人
役
場
は
、
い
つ
で
も
遺
言

書
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
長
町
一
丁
目
コ
ー
ポ
長
町

　
　
長
岡
公
証
人
合
同
役
場

　
　
　
公
証
人
　
村
田
常
太
郎

　
　
　
公
証
人
三
井
栄
作

　
　
　
費
〇
二
五
八
（
三
三
）
五
四
三
五
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蕊i擁諮欝蔀パッ，
F昧覚藝難騰縷、属ころ」いっぱいに

　
去
年
の
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ふ
れ
愛
パ
ッ
ク
」
1

　
十
月
二
十
一
日
に
、
第
五
回
目
の

発
送
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
コ
シ
ヒ
カ

リ
、
き
の
こ
汁
セ
ッ
ト
、
い
も
類
、

か
き
の
も
と
（
食
用
菊
）
な
ど
で
す
。

穫
り
た
て
の
秋
の
昧
覚
と
、
サ
ー
ビ

ス
品
と
し
て
、
農
協
婦
人
部
が
丹
精

込
め
て
作
り
上
げ
た
「
梅
の
甘
酢
漬
」

と
「
み
ょ
・
う
が
の
み
そ
漬
」
な
ど
が

パ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　▲パックづめ作業
　　　　　　く秋の味覚メニュー

1鐸吉イチ．ウ植樹蓬急
1顯杏　　　℃．●’
藷無　300人で，

ま
ご
こ
ろ
満
杯
ふ
る
里
便

　
特
典
も
い
っ
ぱ
い
の

　
　
　
ふ
れ
愛
パ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ご
請
求
は
、
電

話
0
2
5
7
（
6
8
）
3
1
1
1
役

場
内
「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
の
会
」

　
入
会
金
三
千
円
（
三
年
間
有
効
）

　
年
会
費
一
万
五
千
円

300本を

　
　
　
十
月
十
八
日
、
上
野
地
区
の
通
称

　
　
砂
坂
で
三
百
人
が
、
合
併
三
十
周
年

　
　
記
念
と
し
て
、
イ
チ
ョ
ウ
三
百
本
を

　
　
植
え
ま
し
た
。

　
　
　
集
ま
っ
た
三
百
人
は
、
合
併
の
年

　
　
「
町
の
未
来
を
考
え
る
」
　
　
」

　
　
　
佳
作
二
編
を
決
定

　
　
　
本
紙
九
月
号
で
募
集
し
た
論
文

　
　
（
作
文
）
　
「
町
の
未
来
を
考
え
る
」

　
　
に
は
、
入
選
の
該
当
作
が
な
く
、
次

　
　
の
二
編
を
佳
作
と
決
定
し
、
そ
れ
ぞ

　
　
れ
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

ヂ
　
寺
尾
南
雲
洋
一

噺噸

藁
舞
緯
子

昭
和
三
十
一
年
生
ま
れ
で
町
に
住
ん

で
い
る
人
、
町
内
の
事
業
所
に
勤
続

三
十
年
の
人
な
ど
、
　
「
三
十
」
と
い

う
数
字
に
か
か
わ
り
の
あ
る
人
た
ち

と
、
上
野
小
学
校
緑
の
少
年
団
、
川

西
中
学
校
三
年
生
と
造
林
関
係
者
な

ど
が
、
手
に
は
ス
コ
ッ
プ
、
ゴ
ム
長

ス
タ
イ
ル
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
高
さ
一
．
五
メ
ー
ト
ル
程
の
苗
木

は
、
し
っ
か
り
と
植
え
ら
れ
、
そ
の

人
た
ち
の
名
札
も
そ
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
き
て
い
る
化
石
と
呼
ば
れ
て
い

る
“
イ
チ
ョ
ウ
”
、
雪
に
も
負
け
ず

立
派
に
育
っ
て
、
や
が
て
町
の
名
所

と
な
り
、
　
“
ぎ
ん
な
ん
”
が
い
っ
ぱ

い
な
っ
て
、
特
産
品
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
〈
大
き
く
育
て
イ
チ
ョ
ウ
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

着陸する「こしかぜ号」

空
と
陸
か
ら
交
通
安
全

　
　
十
月
十
六
日

　
こ
の
日
午
後
、
県
警
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
「
こ
し
か
ぜ
号
」
に
乗
っ
た
、
南

雲
助
役
が
、
千
手
の
上
空
か
ら
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
、
千
手
小
グ
ラ
ン

ド
に
着
陸
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
下
旬
並
み
の
寒
さ
の
中
、

同
校
児
童
は
、
婦
人
警
官
か
ら
横
断

歩
道
の
話
や
、
大
型
ダ
ン
プ
に
よ
る

自
転
車
の
巻
込
み
事
故
の
実
演
な
ど
、

交
通
安
全
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
や
カ
ラ
ー
ガ

ー
ズ
の
行
進
、
交
通
安
全
祈
願
の
風

船
打
ち
上
げ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
し
か
ぜ
号
」
は
、
そ
の
後
、

田
口
収
入
役
を
乗
せ
、
橘
小
に
向
っ

て
、
離
陸
し
ま
し
た
。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜宏　穐
10月10日体育のげ．●忌

▲午前10時スタートした第1走者

く大会結果＞

優勝

位
位
位
位
位
位
位
位

2
3
4
5
6
7
8
9

ム
柚
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム

一
6
一
　
一
　
一
一
　
一
　
一
一
　
一

　
　
チ
分
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ

南
2
東
西
A
リ
B
ラ
B
A

　
問
　
　
　
ユ
　
ク

手
時
手
手
野
田
野
田

千
⑬
千
千
橘
上
仙
上
橘
仙

》
大
東
紡
織
第
ニ
工
場
の
中
継
点

レ
選
手
宣
誓
小
林
栄
作
さ
ん

　
ぐ
農
協
千
手
支
所
の
中
継
点

町内一周駅伝大会

　　〈区間賞受賞者＞　　》

中村早苗根津敏江星野弘子霧

星名康弘数藤和明高橋　聡

山口深雪窪田　稔北村広子

押木昌子清水芳浩相崎裕見子

根津　誠高橋文夫石沢裕子

柳　浩次金子美雪上村　剛

田村正和太田和幸田口さかえ

高橋洋一・川崎淳子喜多信一

し
た
千
手
南
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル

レ
ホ
テ
ル
古
都
（
貯
木
場
）
の
中
継
点

ぐ
岩
瀬
の
元
眼
医
者
前
の
中
継
点

　小学1年生から50歳代までの

ランナー216人が出場した町内

一周駅伝大会が、秋空のもとで

行われました。

　川西中学校グランドを発着地

点とした全長49．8kmのコースに、

23カ所の中継点を設定しました。

　タスキを中継した選手は、町

合併30周年、体育協会創立15周

年というこの記念すべき大会に

出場した喜びと、沿道からの大

声援を受け、9チームすべてが

完走しました。

　出場選手をはじめ、大会を企

画し、運営したおおぜいの役員

の皆さん、ほんとうにご苦労さ

までした。

》
大
倉
三
差
路
の
中
継
点

縢
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聖川西高等学校

10月25日

所
〃

創立10周年記念式典

　
県
立
川
西
高
等
学
校
が
、
独
立
校

と
な
っ
て
か
ら
十
周
年
を
む
か
え
、

記
念
式
典
が
同
校
体
育
館
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
駒
形
校
長
は
、
　
「
教
育
目
標
の
自

律
、
和
敬
、
力
行
を
さ
ら
に
高
め
る

よ
う
、
明
る
く
勇
気
を
も
っ
て
、
二

十
一
世
紀
に
向
っ
て
欲
し
い
」
と
式

辞
を
の
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
T
V
タ
レ
ン
ト
の
前

田
武
彦
さ
ん
が
、
記
念
講
演
を
し
ま

し
た
。

講演する前田武彦さん

しい季節で
つのポイント
段げ捨てをしない

ライターで遊ばせ

き火をしない

は、その場を離れ

すいものを置かな

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

つ
投
ラ
き
は
す
い
や

　
　
や
た
き
や
な
え

　
　
　
チ
　
　
と
え
し
燃

　
　
　
ッ
は
る
燃
を

用
や
　
と
揚
り
だ

　
　
　
　
い
を
わ
空
ブ

火
ば
に
強
ら
ま
の

　
た
供
の
ぷ

　
寝
子
風
天
家
ふ

火事と

体
育
協
会
十
五
周
年
記
念
式
典

　
　
町
長
以
下
二
百
十
四
人
が
出
席

　
　
　
　
体
育
功
労
者
ら
十
六
人
表
彰

　
十
月
十
日
午
後
四
時
か
ら
、
総
合

体
育
館
で
体
育
協
会
十
五
周
年
記
念

式
典
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
の
合
併
三
十
周
年

記
念
事
業
と
併
せ
た
メ
ー
ン
種
目
町

内
一
周
駅
伝
大
会
が
終
わ
っ
た
直
後

だ
け
に
、
町
長
以
下
二
百
十
数
人
が

集
ま
っ
た
式
場
の
雰
囲
気
も
最
高
に

記念メダルを贈られる

　　　　　北信越高校野球で活躍した川西出身の十高野球部員

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
会
長
の
式
辞
、
渡
辺
理
事
長
経

過
報
告
の
あ
と
、
南
雲
町
長
、
押
木

議
会
議
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
体
育
功
労
者
、
優
秀
競

技
者
、
努
力
者
の
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
前
川
西
駐
在
所
駒
形
逸

夫
巡
査
部
長
に
感
職
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
体
育
功
労
者
表
彰

　
　
保
坂
次
夫
（
相
撲
）
沖
立

　
　
星
名
茂
利
（
陸
上
）
上
野

　
　
川
崎
信
夫
（
空
手
）
学
校
町

　
　
清
水
順
策
（
ス
キ
ー
）
寺
尾

　
　
星
名
四
郎
（
剣
道
）
上
野

優
秀
競
技
者
表
彰

　
村
越
繁
正
（
卓
球
）

　
山
岸
直
子
（
卓
球
）

　
丸
山
千
華
子
（
ス
キ
↓

　
高
橋
正
則
（
柔
道
）

　
星
名
富
夫
（
野
球
）

　
丸
山
一
真
（
野
球
）

　
春
日
孝
夫
（
野
球
）

　
清
水
芳
浩
（
野
球
）

　
渡
辺
裕
美
（
卓
球
）

　
相
崎
幸
子
（
卓
球
）

努
力
者
表
彰

　
山
口
博
永
（
野
球
）

仁原沖上上霜野

田田立町町条口

下
平
新
田

鶴
吉

田
　
中

仁
田



lo””1”1””1”1”II広報かわにし／昭和61年11月10日発行””””””””1”Dl””””1””1””””“”””II”””””1””””””””””1”ll”””1””ll”ll””””ll””1”1”1”lll””1””””Ill”11”1”【8】””””111

意
義
あ
る
記
念
式
典

　
干
手
町
、
上
野
村
、
橘
村
、
仙
田

村
の
合
併
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

十
一
月
一
日
に
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
た
祝
い
の
式
典
は
、
川
西
町
の
誕

生
を
喜
び
、
合
併
以
来
の
着
実
な
足

ど
り
を
か
え
り
み
て
、
さ
ら
に
確
か

な
、
二
十
一
世
紀
へ
の
飛
躍
を
決
意

さ
せ
た
意
義
深
い
催
し
で
あ
っ
た
。

川
西
郷
が
一
つ
に

　
川
西
町
は
、
長
い
間
、
川
西
郷
の

最
寄
り
と
し
て
交
際
し
て
き
た
一
町

三
村
が
一
つ
に
な
っ
て
誕
生
し
た
。

広
い
段
丘
に
軒
を
並
べ
る
東
部
地
域

と
、
山
ま
た
山
の
集
落
に
生
き
る
人

た
ち
の
間
に
は
、
立
地
条
件
や
歴
史

的
な
背
景
か
ら
そ
れ
な
り
の
へ
だ
た

り
が
あ
り
、
産
声
を
あ
げ
る
ま
で
に

は
終
始
難
航
が
つ
き
ま
と
っ
た
。

　
し
か
し
、
ひ
と
た
び
話
が
ま
と
ま

る
と
、
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り

を
め
ざ
す
町
民
の
心
は
固
く
結
ば
れ

た
。
わ
が
国
の
経
済
が
高
度
に
成
長

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
三
十
年

の
間
に
、
だ
れ
も
が
描
い
た
夢
の
よ

う
な
願
い
を
一
つ
ひ
と
つ
実
現
し
て

今
日
の
繁
栄
を
み
る
に
至
っ
た
。

　
合
併
し
た
こ
ろ
の
、
町
民
の
生
活

や
地
域
の
課
題
と
い
え
ば
、
煙
た
い

台
所
の
改
善
や
寄
生
虫
の
駆
除
、
ノ

、
・
・
や
蚊
や
ハ
ェ
の
撲
滅
、
迷
信
の
追

放
や
因
習
、
し
き
た
り
の
打
破
な
ど

で
あ
っ
た
。
農
家
の
暮
ら
し
や
ム
ラ

の
形
態
は
戦
前
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、

食
糧
不
足
や
道
路
、
交
通
の
事
情
も

ま
た
昔
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

夢
物
語
が
現
実
に

　
当
時
の
土
木
係
長
が
、
「
若
の
窪

の
真
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
た
い
」

と
つ
ぶ
や
い
て
笑
わ
れ
た
っ
け
。
千

手
や
上
野
の
議
員
衆
は
、
　
「
せ
め
て

十
日
町
と
上
野
の
間
だ
け
は
完
全
に

　
32
年
冬
中
央
町
通
り
で

櫛

羅
．

　　　灘

舗
装
し
て
、
冬
で
も
中
越
バ
ス
を
通

し
た
い
」
と
言
い
、
橘
の
有
志
た
ち

は
、
木
落
の
渡
船
場
あ
た
り
に
長
い

永
久
橋
を
架
け
て
も
ら
う
こ
と
が
夢

で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
こ
う
し
た
夢

の
よ
う
な
話
が
み
ん
な
実
現
し
て
、

国
道
が
二
本
も
走
り
、
仙
田
か
ら
上

野
ま
で
車
が
連
な
る
事
態
も
珍
し
く

な
い
。

冬
の
さ
中
で
も
無
雪
道
路
の
確
保
が

当
た
り
前
と
な
り
、
こ
う
し
た
便
利

の
区
間
は
年
ご
と
に
拡
が
る
と
断
言

で
き
る
。

　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
を
導
入
し
た

こ
と
で
直
線
三
千
六
百
メ
ー
ト
ル
の

幹
線
道
路
が
開
削
さ
れ
、
信
濃
川
水

系
の
一
級
河
川
が
改
修
さ
れ
て
用
水

を
確
保
し
た
。
飛
石
式
に
散
在
し
た

個
人
の
農
地
が
一
カ
所
に
集
中
し
、

こ
の
過
程
で
確
保
し
た
公
共
用
地
は
、

総合

体
育
館
の
建
設
や
川
西
高
校
学

校
の
誘
致
を
容
易
に
し
た
。

　
千
手
小
学
校
舎
が
鉄
筋
三
階
で
建

築
中
の
ほ
か
は
、
ど
の
小
・
中
学
校

も
木
造
校
舎
で
、
屋
内
運
動
場
に
ス

テ
ー
ジ
を
備
え
た
学
校
は
数
え
る
ほ

ど
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
運
動
場
す

ら
持
た
な
い
学
校
が
い
く
つ
か
あ
っ

た
。
　
そ
れ
が
今
は
、
よ
そ
の
市
町
村
に

先
が
け
て
全
校
が
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
永

久
校
舎
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
そ
こ

に
学
ぶ
児
童
・
生
徒
は
、
身
心
と
も

38
年
に
架
け
ら
れ
た
栄
橋

に
健
や
か
に
育
っ
て
い
る
。

県
の
合
併
構
想
で
は

　
川
西
町
の
誕
生
は
、
親
の
す
す
め

も
聞
か
ば
こ
そ
、
当
人
同
志
が
慎
重

に
ナ
ヤ
サ
ヤ
を
重
ね
て
結
ば
れ
た
若

い
カ
ッ
プ
ル
の
そ
れ
に
似
て
い
た
。

　
も
し
も
、
三
十
年
前
に
、
県
が
示

し
た
合
併
構
想
の
第
一
案
に
従
っ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
千
手
町
を
中
心
に

上
野
村
と
吉
田
村
の
一
町
二
村
が
合

併
し
て
新
し
い
町
が
誕
生
し
、
橘
村

と
下
条
村
の
二
村
が
信
濃
川
を
は
さ

ん
で
一
つ
の
村
に
な
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
っ
た
。

　
第
二
案
を
受
け
入
れ
た
と
す
れ
ば
、

千
手
町
は
吉
田
村
を
含
め
た
十
日
町

圏
と
一
つ
に
な
り
、
上
野
村
と
橘
村

は
下
条
村
と
の
三
村
ム
屏
で
こ
れ
ま

た
新
し
い
町
か
村
が
生
ま
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
場
合
、
私
た
ち
の
郷
土
は
現

在
の
よ
う
に
発
展
を
と
げ
て
い
た
で

あ
ろ
う
か
。

　
仙
田
村
は
、
い
ず
れ
の
案
で
も
独

立
村
で
い
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
お

り
、
ず
ば
ぬ
け
た
救
世
主
で
も
出
て

い
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ぎ
り
、
ど
こ

と
も
合
併
し
な
い
ま
ま
県
内
で
一
番

小
さ
な
村
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ

な
か
っ
た
。

　
と
　
　
き

世
紀
を
迎
え
て

　
ふ
る
さ
と
、
そ
れ
は
住
み
良
く
て

夢
の
多
い
町
で
あ
り
た
い
。
米
づ
く

り
は
、
整
備
さ
れ
た
ほ
場
を
生
産
組

合
が
中
心
に
な
っ
て
耕
作
し
、
畑
も

共
同
管
理
で
換
金
作
物
が
た
わ
わ
に

埋
ま
る
。

　
明
る
く
輝
く
街
路
灯
が
、
活
気
あ

ふ
れ
る
商
店
街
を
象
徴
し
、
ほ
ど
よ

く
分
散
し
た
工
場
群
に
若
者
た
ち
が

嬉
々
と
し
て
働
き
、
生
産
物
を
満
載

し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
新
十
日
町
大

橋
を
ひ
た
走
る
日
も
近
い
。

　
は
ば
た
け
、
川
西
町
。

　
　
お
　
わ
　
び

　
先
月
号
本
欄
「
数
藤
氏
と
須
藤
氏
」

の
項
で
「
寿
永
（
一
八
八
二
～
八
五
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
ま
す
が
「
寿
永
（
一
一
八
二

～
八
五
）
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
ま
す
。
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12日（日）10月9
．

渋海川で100人が

（第13回）

都
会
暮
し
の

　
　
　
　
農
　
家

　
　
　
　
　
　
　
市
川
市

穐

　
た
び
た
び
広
報
を
送
っ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
故

郷
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
楽

し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
、
ま
た
昨

年
は
、
思
い
が
け
ず
兄
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
年
一
度
お
墓
参
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
お
盆
に
は
家
族

で
帰
省
し
ま
し
た
。

、
育富

　
そ
の
折
、

の
車
で
海
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
道

中
、
仙
田
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、

数
十
年
前
小
学
生
の
こ
ろ
、
仙
田
小

学
校
に
砂
利
道
を
歩
い
て
遠
足
に
行

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
清
々
し
い
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸

い
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
は
、
都
会
の

人
込
み
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
私
に

と
っ
て
身
も
心
も
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
土
地
も
冬
に
雪
が
降

ら
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
暮
し
良
い

こ
と
か
と
話
し
た
も
の
で
す
。

ち
井
　
　
末
さ
ん

　
　
　
（
上
野
出
身
）

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
お
い

トロフィーを手にした入賞者

　
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

◎
コ
イ
の
部

　
一
位
　
南
雲
喜
一
（
中
仙
田
）

◎
ハ
ヤ
の
部

　
一
位
本
田
松
一
（
十
日
町
市
）

　
二
位
　
小
林
立
雄
（
中
仙
田
）

　
三
位
登
坂
武
晴
（
岩
瀬
）

◎
特
魚
の
部

　
一
位
小
林
健
治
（
中
仙
田
チ
マ
ズ

　
ニ
位
宮
沢
喜
代
治
（
＋
日
町
市
）
カ
ニ

◎
努
力
賞

　
根
津
竜
雄
吉
町
市
）
ハ
ヤ
ー
1
本

●
　
．
O
．
．
．
5
■
　
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
立
派
に
完
成
し
た
上
野
小
学
校
も
．

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
な
る
に
は
、
町
の
皆
様
が
大
変

ご
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
農
家
育
ち
の
私
な
ど
は
、
七
月
に

新
潟
地
方
低
温
気
象
と
き
け
ば
、
稲

の
育
ち
を
心
配
し
た
り
、
国
会
で
米

価
審
議
会
が
あ
れ
ば
、
お
米
を
買
っ

て
い
る
身
で
あ
り
な
が
ら
生
産
者
米

価
が
上
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
も
機
械
化
が
進
み
、
生
活
も

文
化
的
に
向
上
し
、
川
西
町
も
ど
ん

ど
ん
発
展
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
昔
か

ら
の
行
事
や
盆
踊
り
な
ど
は
無
く
し

て
い
た
だ
き
た
く
な
い
し
、
住
ん
で

い
る
人
た
ち
の
温
か
い
気
持
ち
と
素

ぼ
く
さ
は
、
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

繊繋蕩縫嚢灘饗簸繍灘灘撫1撫蕪韓

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
相
次
い

　
十
月
六
日
藤
巻
秀
里
さ
ん
（
塩
辛

出
身
）
ご
夫
妻
が
、
同
月
十
二
日
に

は
丸
山
静
男
さ
ん
（
根
深
出
身
）
ご

夫
妻
が
、
移
民
後
初
め
て
帰
国
し
、

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
藤
巻
さ
ん
は
三
十
六
年
に
、
丸
山

さ
ん
は
三
十
一
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
渡

り
、
今
回
、
コ
チ
ア
農
協
婦
人
部
交

流
団
の
一
員
と
し
て
帰
国
し
た
も
の

で
す
。

　
移
民
当
時
お
二
組
と
も
一
カ
月
余

り
の
船
旅
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
着
き
ま
し

た
。
二
度
と
日
本
に
は
帰
れ
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
が
、
こ
ん
な
に
簡
単

に
往
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
懐
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

藤
巻
さ
ん
は
、
本
紙
で
既
報
の
看

　
藤
巻
さ
ん
ご
夫
妻
（
左
側
）

で
帰
国

護
婦
留
学
生
康
子
さ
ん
の
ご
両
親
で

す
。　
＊本日ブラジル連邦共和国

1億3，500万人　1億2，000万人

＊

378，0001㎡

317人／㎞

10，100ドノレ

8，512，000㎞

15人／1㎡

　1，890ドル

人　　口

総面積
人口密度

1人当りGNP

丸
山
さ
ん
ご
夫
妻
（
右
側
）
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⑳⑦㊦、

霞
　碗イ亭電の　　　へ
〆　　　坊咲oらせ
試　　11月21日（金）Am8時～11時
　　　山野田の一部

　　　四郎兼、東善寺、上町、神社

　　　町、中央町、学校町、田中、

　　　中屋敷、寺尾、沖立、木島の

　　　全部

　　11月21日（金）Pm1時30分～4時

、　　山野田の一部、中島町の全部

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙、・鷺

心配ごと相談
11月19日（水）……克雪センター

　　26日（水）……総合センター

12月3日（水）……元町集落センター

　※時間は午後1時～3時です。

　10月の交通事故発生件数

　　　　　　　　　　累計

　件　数3（2）27（陶
　傷者3（3）37⑫④
　死者0（0〉0（0）
　　（）内は前年同月の件数

ふるさと芸能のつどい

　TV公開録画
　　入場無料
と　　き　11月16日（日）PM1時から

ところ　千手小学校体育館

出演者　中魚、南魚、十日町市、

　　　松代町、松之山町のみ

　　　　なさん

主　催　南部観光協議会

　テレビ放映は、11月24日（月）

　PM4時からTNNテレビ新潟

一11月1日から一
道交法施行令一部改正
　シートベルト着用の徹底
　助手席同乗者がシートベルト

を着用しないと、行政処分点数

1点が付加されます。反則金も

約1．5倍になりました。

千手郵便局からお知らせ

　千手郵便局では、町合併30周

年を記念して、11月30日まで特

製記念日付印による消印をお受

けしています。ご希望の方は窓

口までお申し出ください。

違反（反則）行為
反則金額
　（単位千円）

大 普 二 原

速度違反25以上30未満 25 18 15 12

〃　20以上25未満
20
（15）

15
α0）

12
（8）

10
（7｝

〃　15以上20未満
15
σ0》

12
（8》
9
（
6》
7
（
5）

　〃　15未満
信号無視（赤色等）、
通行区分違反、整備不
良車両（製動装置等）

12
（8》
9
（
6》
7
（
5》
6
（
4》

信号無視（点滅）、通行
禁止違反、一時不停止、
整備不良（尾灯等）

9
（
6》
7
（
5）
6
（
4》
4
（
3》

駐停車違反
15
（6）

12
（5》
7
（
3）

駐車違反、駐停車方法
違反等

12
（6）

10
（5｝
6
（
3》

定員外乗車、優先通行
帯違反、警音器吹鳴義
務違反等

7
（
5）
6
（
4｝
4
（
3》

交差点右左折方法違反、
初心運転者標識表示義
務違反等

6
（
4》
4
（
3》
3
（
2》

免許証不携帯等 3
（
2》

（）内は、いままでの反則金額です。

允義 そ
　
駒
へ

翻叩“

…
…
…
…
…
－
…
－
…
…
…
…
…
⑦

カ
ラ
ッ
風
で

　
　
　
実
ら
せ
た
恋

　
　
群
馬
県
か
ら

　
　
山
野
田

　
　
　
北
村
典
子
さ
ん

1
出
会
い
ー

　
会
社
は
別
々
で
し
た
が
、
同
じ
デ

パ
ー
ト
内
勤
務
で
私
は
子
供
服
を
、

彼
は
紳
士
服
の
担
当
で
し
た
。
前
々

か
ら
素
敵
な
男
性
な
の
で
好
感
を
も

っ
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
日
偶
然
に

話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
数
日
後
に

私
か
ら
彼
を
誘
い
ま
し
た
。
休
日
に

は
何
度
も
東
京
へ
遊
び
に
行
き
ま
し

た
。
彼
は
と
て
も
東
京
に
明
る
い
ん

、
ぎ
裏
農

で
す
よ
。
交
際
し
て
み
て
こ
の
人
な

ら
一
生
託
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
し

た
の
で
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た

ら
彼
も
同
じ
だ
と
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。
今
に
な
っ
て
思
え
ば
同
じ
衣
類

の
担
当
で
目
に
見
え
な
い
心
の
糸
で

つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
積
極
的
な
求
婚
が
良
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

1
川
酉
町
に
嫁
い
で
1

雪
の
な
い
所
か
ら
よ
く
来
ら
れ
ま

し
た
ね
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
群
馬
は

カ
ラ
ッ
風
が
強
く
セ
ー
タ
ー
を
着
て

い
て
も
肌
を
さ
す
よ
う
な
寒
さ
で
す

か
ら
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
こ
ち
ら
の

方
が
四
季
の
別
が
あ
り
そ
れ
な
り
に

楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
今
は
ま
だ
子

育
て
が
主
で
す
か
ら
雪
お
ろ
し
を
手

伝
う
こ
と
も
な
い
せ
い
か
全
然
雪
は

苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
雪
だ
る

ま
を
子
供
に
作
っ
て
や
っ
た
り
、
ホ

ン
ヤ
ラ
洞
な
ど
で
楽
し
め
て
い
い
く

ら
い
で
す
。
冬
は
三
回
過
ご
し
ま
し

た
が
住
め
ば
都
で
こ
こ
が
一
番
い
い

で
す
。
こ
れ
は
家
族
の
温
い
思
い
や

り
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
三
姉
妹
の
長
女
で
両
親
に
嫁

ぐ
こ
と
を
反
対
さ
れ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
彼
の
熱
意
で
両
親
を

説
得
し
て
も
ら
い
、
こ
ち
ら
に
来
ら

れ
て
今
は
最
高
に
し
あ
わ
せ
で
す
。

　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
“
家
庭
相
談
係
）
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匙息
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

圃
一
般
寄
付
金

＊
村
山
一
男
さ
ん

　
五
万
円

＊
星
名
四
郎
さ
ん

　
十
万
円

＊
藤
巻
秀
里
さ
ん

　
ら
、
二
十
万
円

（
高
原
田
）
か
ら

（
上
野
）
か
ら
、

（
ブ
ラ
ジ
ル
）
か

◎
広
報
発
行
に

＊
長
谷
川
忠
良
さ
ん
（
茨
城
・
谷
田

　
部
町
）
か
ら
、
一
万
円

＊
名
塚
哲
夫
さ
ん
（
小
田
原
市
）
か

ら
、
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
に

＊
平
野
綱
一
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら

三
万
円

＊
丸
山
郁
三
郎
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら

五
万
円

◎
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
か
ら

防
犯
灯
二
灯

◎
新
潟
川
西
農
業
協
同
組
合
か
ら
、

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
十
一
基

・
小
林
壮
太
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
、

　
火
オ
コ
シ
、
弁
当
箱
ほ
か
多
数

・
太
田
袈
裟
敏
さ
ん
（
十
日
町
市
）

　
か
ら
板
戸
多
数

・
登
坂
定
二
さ
ん
（
赤
谷
）
か
ら
、

　
大
箱
、
サ
ナ
ギ
す
く
い
ほ
か
多
数

・
根
津
三
男
さ
ん
（
原
田
）
か
ら
、

　
木
葉
、
ミ
ッ
マ
タ
ゼ
ン
ほ
か
多
数

・
高
橋
慎
二
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
、

　
味
噌
コ
シ
桶
ほ
か
多
数

・
小
野
塚
政
市
さ
ん
（
中
央
町
）
か

　
ら
小
計
り
、
磨
製
石
斧
ほ
か

記
念
誌
（
絵
は
が
き
付
）
は

　
　
　
い
か
が
で
す
か

一
冊
五
百
円
（
譲
翻
理

　
町
内
全
世
帯
に
お
配
り
し
た
記
念

誌
を
、
さ
ら
に
知
人
、
友
人
に
お
贈

り
し
た
い
方
や
、
町
外
者
で
ご
希
望

の
方
は
、
役
場
文
書
広
報
係
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

「
．
魍
．

て
い
ま
す
か

年
金
手
帳

　
全
国
で
厚
生
年
金
の
加
入
者
は
約

二
千
六
百
万
人
、
国
民
年
金
も
ほ
ぼ

同
数
、
合
せ
て
約
五
千
二
百
万
人
で

す
。
成
人
で
あ
れ
ば
ま
ず
年
金
の
加

、
4

，
（

　
年
　
オ

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雫

鋒
　
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

年
倉
　
　
　
窪
食

．
忽
．
冷
ど
．
．
擾

－
　
｝
レ
　
　
ピ
　
　
．
・
．

う
。
加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
必
ず
持
っ
て
い
る

年
金
手
帳
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
う
ち

ご
主
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
る
方
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

か
ら
は
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
国
民
年

金
の
被
保
険
者
に
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
年
金
手
帳
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
ま
で
国

民
年
金
に
任
意
加
入
せ
ず
、
今
回
初

め
て
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
届
出

を
さ
れ
た
方
に
は
、
ま
だ
年
金
手
帳

は
交
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
交
付
予

定
時
期
は
、
六
十
二
年
一
月
末
頃
に

な
り
ま
す
。
も
う
少
し
お
待
ち
下
さ

い
。

　
ヤ～
く
し

　
ノ

民
年
金
の
加
入
者
な
ら
必
ず
持
っ
て

い
ま
す
。
会
社
勤
め
の
人
は
会
社
を

通
じ
て
加
入
手
続
が
と
ら
れ
ま
す
。

自
分
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
二
十

歳
に
な
る
と
当
然
国
民
年
金
の
加
入

者
に
な
り
ま
す
。
役
場
住
民
係
に
届

出
て
下
さ
い
。

入
者
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん

は
年
金
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

年
金
手
帳
は
加
入
者
の
身
分
証
明
書

の
よ
う
な
も
の
で
、
厚
生
年
金
、
国

　
年
金
手
帳
は
、
一
人
一
生
一
冊
で

す
。
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

年
金
の
請
求
手
続
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ

新
し
い
国
民
年
金
が
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
全
国
民
に
老
齢
基
礎
年

国
民
年
金
だ

け
の
加
入
者

国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・

共
済
組
合
の

加
入
期
問
の

あ
る
人

市
町
村
役
場

　
　
’
飾

嚇
集

最
終
加
入
制
度

り
ま
し
た

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
年
金
の
請

　
　
　
　
求
手
続
き
も
上
の
表
の
よ

　
　
　
　
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
た
だ
し
、
大
正
十
五
年

住
所
地
管
轄

の
社
会
保
険

事
務
所

　　食

諺

厚
生
年
金
だ

け
の
加
入
者

最
終
の
事
業

所
所
在
地
管

轄
の
社
会
保

険
事
務
所

四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
、
又
は
三
月
以
前
か

ら
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
る
人
で

国
民
年
金
の
加
入
期
間
の

あ
る
人
の
通
算
老
齢
年
金

は
従
来
ど
お
り
国
民
年
金

の
請
求
は
、
役
場
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

共
済
組
合
だ

け
の
加
入
者

共
済
組
合
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！

腎
（
じ
ん
）
臓
　
σ
ご
、

　
　
　
　
　
の
働
き

　
腎
臓
は
、
私
た
ち
の
お
腹
の
中
の

背
側
に
左
右
一
対
で
二
個
あ
り
ま
す
。
ゼ
症
候
群
、
腎
硬
化
症
、
腎
孟
（
う
）

こ
ぶ
し
よ
り
少
し
大
き
く
そ
ら
豆
の
　
炎
、
妊
娠
腎
と
い
う
よ
う
に
い
ろ
い

よ
う
な
形
を
し
た
臓
器
で
す
。
　
　
　
ろ
の
種
類
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。

　
腎
臓
に
は
た
く
さ
ん
の
血
液
が
流
　
　
不
幸
に
し
て
片
方
の
腎
臓
が
働
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
血
液
の
中
か
ら
な
く
な
っ
た
時
に
は
も
う
一
方
の
腎

体
内
で
余
分
な
水
分
、
塩
分
、
細
胞
臓
で
無
事
す
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

の
分
解
産
物
や
、
異
物
な
ど
尿
と
し
　
　
両
方
の
腎
臓
が
働
か
な
く
な
っ
た

て
排
泄
（
せ
つ
）
す
る
ま
で
の
働
き
　
場
合
に
は
、
人
工
透
析
と
い
っ
て
機

を
す
る
器
管
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
左
械
に
よ
っ
て
血
液
を
き
れ
い
に
す
る

右
の
尿
管
、
膀
胱
（
ぼ
う
こ
う
）
、
　
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
一
週
間

尿
道
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
　
に
二
回
と
か
一
日
お
き
に
一
回
、
一

泌
尿
器
系
と
い
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
日
が
か
り
で
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
こ
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
尿
の
中
ず
、
非
常
に
苦
労
が
と
も
な
い
ま
す
。

に
蛋
（
た
ん
）
白
が
出
た
り
、
血
球
　
　
手
お
く
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

（
赤
血
球
、
白
血
球
）
が
出
た
り
し
毎
年
検
尿
を
受
け
て
大
切
な
腎
臓
を

ま
す
。
顔
に
む
く
み
が
出
る
と
か
血
守
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
心
が
け
て
ほ

わ
れ
て
き
ま
す
。

　
蛋
白
や
血
尿
が
出
た
か
ら
す
ぐ
腎

臓
病
と
は
き
め
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

糖
が
出
た
か
ら
す
ぐ
糖
尿
病
と
は
き

め
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
症

状
が
で
た
ら
、
や
は
り
専
門
の
病
院

で
精
密
検
査
を
し
て
異
常
の
有
無
を

確
か
め
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
腎
臓
病
に
は
、
腎
炎
、
ネ
フ
ロ
ー

圧
が
高
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
　
し
い
と
思
い
ま
す
。

釜
　
　

一尿管

膀胱幅1驚砦1喜纏

羅㊧⑭
を
　
ぶ
ピ
ピ
ぶ
す
ピ
ピ
き
ゑ
ピ

鞠
戸
籍
の
窓
か
ら

磨
骸
接
塾
塾
犠
葛
接
骸
膿
骸
骸
葛
犠

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ゆ
か

田
中
佑
香
直
樹

　
　
あ
ゆ
み

丸
山
亜
由
美
　
一
弘

　
　
　
ひ
と
み

沢
口
　
瞳
則
雄

長
女
小
白
倉

長
女
原
田

長
女
下
平
新
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
縣
纏

乙　・導．、、
　　　　　　　■　　　　　じ　　　●　●　　σ　　●　　 のρ．
　O　　　o　 ■

●　　　　 0　　　9
くご1ン．、1少

　　静脈動脈
　　　覧　1
　　　、
三…ミミ

ー・、、タ…肝

、
、

　　　腎

　　　月蔵

浩
寺
尾

要
子
　
湯
沢
町
か
ら

小
わ
に
レ

　
　
　
岬
壇

太
田
白
南
風
選

三
領
水
品
律

ゴ
ン
ド
ラ
は
空
へ
眼
下
の
照
紅
葉

五
合
目
の
眺
望
四
方
の
秋
霞

光
り
散
る
桂
大
樹
の
黄
葉
か
な

衡
灘
し
雲
洞
庵
の
座
禅
堂

　
　
　
磨
力
れ
し
廻
廊
長
し
冷
え
び
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
所
沢
市
池
上
　
マ
サ

鶴
櫓
田
を
わ
か
ち
川
面
の
か
が
や
け
り

臨
山
の
花
活
け
て
札
所
の
秋
深
む

　
　
　
た
ぐ
り
寄
せ
青
き
も
ま
じ
り
烏
瓜

　
　
　
木
漏
れ
日
や
触
る
れ
ば
落
つ
る
零
余
子
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

ハ　　　ハ　　 　　　　　　　　ハ　　　ハ新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎

鋸魑書書察鉾藷宥馨藷裏要
由　　　　　 由
美　初一裕陽紀吉宏辰悦守
子正美男子一子美子雄子啓

士野室室士上三木塩伊中中

（
縣
蘇

（
縣
大
筆
子

阿
部
由
美
子

　
　
　
正
幸

　
　
　
一
恵

清
水
晃
吉

中
屋
敷

中
屋
敷
か
ら

友辛
か
ら

落領
か
ら

野

＋
日
町
市
か
ら

室
島

室
島
か
ら

野
　
口

＋
日
町
市
か
ら

小
脇

高
柳
町
か
ら

寺
ケ
崎

＋
日
町
市
か
ら

．
9
●
二
〇
●
　
■

　
櫓
田
や
測
量
の
杭
打
た
れ
あ
り

　
リ
フ
ト
み
な
赤
く
塗
り
か
へ
雪
を
待
つ

　
人
影
の
見
え
ぬ
刈
田
の
続
き
け
り

　
白
菊
の
白
極
ま
り
し
さ
か
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

　
コ
ス
モ
ス
の
叢
よ
り
風
の
生
れ
け
り

　
梯
子
田
の
中
一
枚
の
敗
荷
田

　
秋
晴
る
・
駅
伝
競
走
中
継
所

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
南
川
子

　
秋
耕
の
肩
に
も
と
ま
り
赤
蜻
蛉

　
赤
蜻
蛉
群
れ
高
く
と
ぶ
日
和
か
な

　
ひ
と
ひ
ら
の
紅
葉
浮
べ
て
露
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

　
豆
稲
架
を
外
す
日
も
な
き
時
雨
か
な

　
落
葉
道
一
足
毎
に
踏
め
る
音

　
　
　
　
　
　
　
室
島
米
山
米
峰

　
悲
鳴
あ
げ
豚
積
ま
れ
ゆ
く
秋
の
暮

新
郎
須
藤

（
新
婦
野
澤

新
郎
井
川

（
新
婦
村
山

新
郎
小
幡

（
新
婦
黒
沢

輔摯諺聡

仁
田

野
　
口
か
ら

新
町
新
田

＋
日
町
市
か
ら

仁
田

福
島
県
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

村
山
米
一

目
黒
キ
ユ
ノ

小
林
ヒ
ロ

高
橋
喜
代
吉

須
藤
軍
平

星
名
佐
藤
治

上下高中栄高
　　仙原野原倉田町田

九九八七七五
一〇四一一三

バ
ス
停
に
出
稼
ぎ
送
る
秋
の
く
れ

　
　
　
　
宇
都
宮
市
　
大
塚
　
一
峰

釣
舟
の
朝
霧
を
出
る
水
の
音

山
茶
花
に
雨
の
降
る
日
を
独
り
居
り

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

テ
ー
ブ
ル
に
鮮
や
か
に
活
け
女
郎
花

木
犀
の
香
に
ふ
り
返
る
酸
郁
と

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

写
生
す
る
白
磁
の
皿
に
盛
り
し
柿

　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

魂
が
ひ
そ
み
い
る
か
に
菊
人
形

　
お
こ
と
わ
り
　
　
係
か
ら

先
月
号
本
欄
で
三
領
水
品
律
さ
ん
の
句

「
建
前
の
ク
レ
ー
ン
高
し
天
高
し
」
を
け
い

さ
い
し
ま
し
た
が
、
同
じ
句
を
六
十
年
十
月

号
に
、
中
仙
田
左
木
人
さ
ん
が
発
表
し
て
い

ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
水
品
さ
ん
の
同
句
は
取
消

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ー
．
『
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